
6

町史編さんだより

　
会
津
坂
下
町
を
代
表
す
る
民
家
は
、
何

と
い
っ
て
も
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧

五
十
嵐
家
住
宅
で
す
。

　
寄
せ
棟
直
屋
造
り
、
茅
葺
き
、
桁
行
八

間
半
（
十
六
・
三
メ
ー
ト
ル
）、
梁
間
三

間
半
（
八
メ
ー
ト
ル
）、
広
間
型
三
間
取

り
。
移
築
の
際
に
梁は

り
づ
か束

よ
り
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
墨
書
き
が
発
見
さ
れ
、

会
津
地
方
で
も
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
建

物
と
し
て
は
最
古
級
に
属
し
ま
す
。
会
津

平
坦
部
の
中
規
模
農
民
住
居
で
、
住
居
の

特
徴
と
し
て
は
、
直
屋
造
り
で
石
の
上
に

直
接
柱
を
立
て
、
屋
内
は
天
井
が
な
く
、

左
側
三
分
の
一
強
が
「
ニ
ワ
」
お
よ
び

「
ウ
マ
ヤ
」
で
、
筵

む
し
ろ

敷
き
の
土
座
住
ま
い

で
あ
っ
た
「
オ
メ
エ
」
を
含
め
る
と
土
間

部
分
が
三
分
の
二
を
占
め
、
当
時
の
農
民

の
生
活
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
建
物
で
す
。

　
同
時
期
で
対
比
で
き
る
山
間
部
の
民

家
に
、
只
見
町
叶か

の
う
づ津

に
あ
る
国
の
重
要

文
化
財
旧
五
十
嵐
家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
建
築
の
墨
書
銘
は
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）
で
す
。

　
只
見
町
・
旧
五
十
嵐
家
住
宅
は
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
な
ど
幾
度
か
改
修
し
た

記
録
が
あ
り
、
初
め
は
直
屋
造
り
で
建
て

ら
れ
て
い
た
の
が
、
中
門
造
り
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
豪
雪
地
帯
な
ら

で
は
の
特
色
で
す
。

　
わ
ず
か
十
一
年
の
年
代
差
で
す
が
、
こ

の
二
つ
の
民
家
に
は
二
つ
の
大
き
な
違
い

の
、
二
つ
の
記
載
方
法
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
会
津
坂
下
町
・
旧
五
十
嵐
家
住
宅

は
①
の
番
付
だ
け
で
す
。
会
津
坂
下
町
・

旧
五
十
嵐
家
住
宅
以
降
に
建
て
ら
れ
た
、

会
津
の
民
家
は
全
て
①
の
墨
書
で
あ
る
こ

と
や
、
古
い
寺
社
建
築
が
②
の
記
載
方
法

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
墨
書
記
載
の
方
法
の

違
い
は
、
建
築
の
歴
史
と
文
化
が
変
化
す

る
時
期
を
示
す
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
民
家
を
見
て
比
較
す
る
だ
け
で

も
、
会
津
の
歴
史
や
文
化
の
移
り
変
わ
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

大
切
な
資
料
が
会
津
坂
下
町
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

�

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ひ
と
つ
に
、
只
見
町
・
旧
五
十
嵐
家
住

宅
や
金
山
町
に
あ
る
県
重
要
文
化
財
の

五
十
島
家
住
宅
の
土
間
に
は
、
よ
り
古
い

家
の
形
態
を
残
す
太
い
「
独
立
柱
」
が
あ

り
ま
す
。
会
津
坂
下
町
・
旧
五
十
嵐
家
住

宅
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
根
を
支
え
る
重

量
計
算
な
ど
の
知
識
や
技
術
が
発
達
し
、

「
独
立
柱
」
は
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
消

え
て
い
る
の
で
、
家
の
古
さ
や
大
型
化
の

歴
史
を
知
る
上
で
重
要
で
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
、
二
つ
の
民
家
に
は

「
番
付
」
と
い
う
柱
の
位
置
を
示
す
墨
書

き
の
設
計
図
が
あ
り
ま
す
。
只
見
町
・
旧

五
十
嵐
家
住
宅
に
は
『
①
い
ろ
は
文
字
と

漢
数
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
』
と
、『
②

漢
数
字
の
組
合
せ
で
記
載
さ
れ
た
も
の
』

国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
五
十
嵐
家
住
宅
」
再
発
見

会津坂下町旧五十嵐家住宅（現在地：塔寺）

只見町旧五十嵐家住宅（現在地：叶津）

会津坂下町旧五十嵐家住宅の平面図
当時の呼び方で部屋割りされている

只見町旧五十嵐家住宅の番付。墨で書かれた
昔の設計図にあたるもの。
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その73

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎ ８３―１０００

☆★２月19日　食育の日・家庭料理の日★☆簡単ケチャップライスおにぎらず

～ＪＡ会津みどり女性部坂下町支部みどりの会の取り組み～
　ＪＡ会津みどり女性部坂下町支部みどりの会は、会員14名で地産地消を実践し活動をしています。今年

で発足10年目となります。

　12月14日にみどりの会のメンバーが、１人当たり白菜５kg・大根５kg・じゃがいも３㎏を持ち寄りました。

そして、合計白菜70㎏・大根70㎏・じゃがいも42㎏を、井関多賀子会長・山内さよ子副会長の２名で学校

給食センターへ無償による提供を行いました。毎年実施しており、今回で６回目の無償提供となります。

　また、今年度は６月に、おいしい野菜を提供するために、県の指導員・ＪＡの指導員による会員の畑で

の現地指導会を開催しました。肥料や病害虫の予防・防除など質問を繰り返し積極的に学びました。来年

度も活発に活動し、もっともっとおいしい野菜を子どもたちに届けたいと思います。

　地元の野菜は新鮮で甘みがあり、野菜嫌いの子どもたちにもおいしいと言ってもらえるので、と

ても励みになっています。「夏休み前には夏野菜、冬休み前には冬野菜を」と年間を通して季節の

旬の野菜を納品しています。毎日の給食にみどりの会の野菜が必ずと言っていいほど使われており、

給食センターでおいしく調理していただいています。

指導員による「現地指導会」の様子

～作り方～

①　ハムは１cm角に切る。

②　�Ａを耐熱容器に入れて、ラッ

プをかけて電子レンジで１分

加熱する。

③　�②にご飯を混ぜ、塩ｺｼｮｳで味

を整える。

④　�のりにケチャップライスをの

せて、のりで包んで切る。

Ａ

《材料》１人分

・ご飯� 100ｇ

・のり（全型）� 1枚

　・ミックスベジタブル� 20ｇ

　・ハム� 1枚

　・ケチャップ� 20ｇ

・塩コショウ� 少々

１個　約200kcal

食育だより
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図書室だより

本のタイトル 著者名 出版社

◇一般書 『あなたがもし残酷な100人の村の村人だと知ったら』 江上治／著 経済界

◇一般書 『たった1℃が体を変える：ほんとうに健康になる入浴法』 早坂信哉／著  KADOKAWA

◇一般書 『火星に住むつもりかい？』 伊坂幸太郎／著 光文社

◇一般書 『ラオスにいったい何があるというんですか？：紀行文集』 村上春樹／著 文藝春秋

◇児童書 『おはなし・ねこあつめ』（集英社みらい文庫） 汐月遥／著 集英社

◇児童書 『食品添加物キャラクター図鑑』 左巻健男／監修 日本図書センター

◇絵本 『す～べりだい』 鈴木のりたけ／作・絵 PHP 研究所

新着本の紹介

おすすめの新着本

〔児童書〕
『真田幸村（学研まんがNEW
日本の伝記）』

田代脩／監修　学研プラス

安土桃山時代から江戸時代はじ

めに活躍した勇将・真田幸村の

伝記まんがです。当時の社会や

文化、そして幸村をとりまく人

間関係も深く理解することがで

きます。

〔一般書〕 『会津ことば散歩』（改訂版）
江川義治／著　歴史春秋社

会津地方の四季折々の美しさ、

人間関係の温かさが伝わる会津

弁を楽しく伝えるエッセイ。本

書は、昭和54年刊の改訂版で

挿絵は古川利意先生が描かれた

ものです。

〔一般書〕 『ぼぎわんが、来る』
澤村伊智／著　KADOKAWA

“あれ”からは、決して逃れら

れない――。“それ”は場所や

世代を超えて、執拗に田原一家

を狙う。田原は知人の民俗学者

や霊能者の助けを借り、家族を

守ろうとするが･･･。

〔一般書〕 『食堂のおばちゃん』
山口恵以子／著　角川春樹事務所

嫁と姑が仲良く切り盛りをして

いる下町の定食屋さんが舞台の

物語。出てくる料理がどれも美

味しそうです。巻末にレシピも

載っていて、自分でも作ってみ

たくなりますよ。

〔児童書〕 『きえた！？かいけつゾロリ』
原ゆたか／さく・え　ポプラ社

たいへんです。かいけつゾロリ

がゆくえふめい。イシシとノシ

シはさがすけれど見つからない。

このままでは、二度と３人で旅

をすることができなくなる！？

〔絵　本〕 『おしりたんてい』
トロル／さく・え　ポプラ社

「フーム、においますね。」が、

くちぐせ。レディーにやさしく、

スイートポテトがだいすきな

めいたんていが、どんなじけん

もププッとかいけつします。

図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

� （毎月第2火曜日は定休日）

� ☎ 83-3010

ブックスタート事業をお手伝いいただけるボラン

ティアの方を随時募集しています。

主な活動内容は、10か月児健診の時に赤ちゃん

とその保護者を対象に、簡単な説明をしながら絵

本を手渡すお手伝いになります。

興味のある方は、中央公民館までご連絡ください。

� （担当：中央公民館　荒井　☎ 83-3010）

『ブックスタート事業』
ボランティア募集のお知らせ
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生活課　保険年金班からのお知らせ

介護保険の住宅改修について
改修前には必ず窓口にご相談を‼

１．対象者

　要介護・要支援認定者

２．支給額

　要介護状態区分に関わらず、１被保険者につき20万円を上限（数回に分けての申請も可能）とし

て改修費の９割または８割を支給します。また、要介護状態区分が３段階以上重くなった場合（基

準日は初回の住宅改修着工日）や転居した場合については、支給限度額の再支給が認められる場合

があります。

※注意事項

○20万円を超える改修費は全額が自己負担になります。

○�世帯に要介護・要支援認定者が複数人いた場合、同種類の改修を同時期に申請することは出来ま

せん。

○介護保険料未納者については、利用者負担割合が変更になる場合があります。

３．住宅改修の種類

（１）手すりの取り付け

　廊下、便所、浴室、玄関、玄関から道路までの通路などに転倒予防もしくは移動または移乗動

作に資することを目的として設置するもの。

（２）段差の解消

　居室、廊下、便所、浴室、玄関などの各室間の床の段差および玄関から道路までの通路などの

段差を解消するためのもの。

（３）滑りの防止および移動の円滑化などのための床または通路面の材料の変更

　居室における畳敷から板製床材、ビニル系床材などへの変更　など

（４）引き戸などへの扉の取り替え

　扉全体の取り替え（開き戸を引き戸、折戸、アコーディオンカーテンなどへの取り替え）など

（５）洋式便器などへの便器の取り替え

　和式便器を洋式便器に取り替え　など

４．申請方法

　支給を受けるためには、改修前と改修後にそれぞれ手続きが必要となりますので、事前に下記の

問い合わせ先までご相談ください。

　（改修前に必要な書類）

①申請書、②理由書（ケアマネージャー記載）、③見積書および積算根拠資料、

④着工前写真、⑤平面図、⑥同意書（被保険者と住宅の所有者が違う場合）

　（改修後に必要な書類）

①申請書、②領収書、③完成後写真

※工事完了後の申請は受け付けできません。

【申請・問い合わせ先】

　生活課　保険年金班　高齢者支援係　（⑤窓口）　☎８４－１５１３


